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「
日
本
地
図
を
初
め
て
作
っ
た
人
」

増

山

雄

三

日

本

地

図

を

初

め

て

作

っ

た

「

伊

能

忠

敬

」

は

、

出

身

地

で

あ

る

千

葉

県

香

取

市

の

佐

原

公

園

に

、

測

量

器

具

を

片

手

に

脚

絆

と

草

鞋

姿

の

銅

像

が

立

っ

て

い

る

が

、

ニ

○

一

八

年

は

丁

度

、

彼

の

没

後

二

百

年

の

節

目

に

あ

た

っ

て

い

て

、

五

十

五

才

か

ら

七

十

二

才

ま

で

の

間

に

、

日

本

全

土

を

測

量

し

た

あ

と

、

日

本

地

図

を

作

る

偉

業

を

や

り

遂

げ

た

人

物

で

あ

る

。

伊

能

忠

敬

は

、

延

享

二

年

（

一

七

四

五

年

）
、

現

在

の

千

葉

県

九

十

九

里

の

名

主

、

小

関

五

郎

左

衛

門

の

次

男

と

し

て

生

ま

れ

、

十

七

才

の

時

、

香

取

市

佐

原

村

の

酒

造

家

だ

っ

た

、

伊

能

家

の

婿

養

子

と

な

り

「

伊

能

三

郎

右

衛

門

忠

敬

」

と

称

し

、

傾

き

か

け

た

酒

造

り

を

才

覚

で

盛

り

返

し

、

こ

の

地

で

は

有

名

な

名

主

と

し

て

知

ら

れ

る

様

に

な

っ

た

。

が

、

彼

は

四

十

九

才

で

家

業

を

長

男

に

譲

り

、

単

身

江

戸

へ

出

て

、

二

十

才

も

若

い

師

匠

だ

っ

た

高

橋
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至

時

の

弟

子

に

な

り

、

天

文

学

や

暦

学

の

勉

強

を

始

め

様

々

な

事

を

学

ん

で

い

る

う

ち

、

地

球

の

大

き

さ

を

求

め

る

プ

ロ

セ

ス

の

中

で

、

日

本

の

正

確

な

地

図

を

描

く

事

が

必

要

だ

と

い

う

結

論

に

辿

り

着

い

た

。

そ

こ

で

、

寛

政

十

二

年

（

一

八

○

○

年

）

四

月

、

忠

敬

が

五

十

五

才

の

時

、

息

子

と

弟

子

二

人

そ

し

て

測

量

器

具

を

運

ぶ

人

足

三

人

と

馬

二

頭

を

連

れ

、

自

宅

を

発

ち

蝦

夷

へ

向

け

て

出

発

し

た

が

、

か

ね

て

よ

り

一

定

の

歩

幅

（

約

七

十

糎

）

で

歩

く

訓

練

を

し

、

数

人

が

同

じ

場

所

歩

い

た

歩

数

の

平

均

値

で

距

離

を

計

算

す

る

方

法

で

、

毎

日

四

十

㌔

を

移

動

し

た

と

い

う

が

、

そ

の

脚

力

に

は

驚

か

さ

れ

る

。

そ

し

て

、

蝦

夷

地

滞

在

は

百

十

七

日

に

及

び

、

帰

宅

後

は

測

量

デ

ー

タ

を

基

に

三

週

間

か

け

地

図

を

完

成

さ

せ

、

翌

年

に

は

、

伊

豆

か

ら

太

平

洋

北

側

の

尻

屋

崎

ま

で

の

、

東

日

本

太

平

洋

側

の

第

二

次

測

量

に

向

か

っ

た

が

、

そ

の

時

は

、

一

間

（

百

八

十

糎

）

ご

と

に

印

を

つ

け

た

、

間

縄

を

使

う

方

法

を

と

っ

た

。

こ

の

時

は

、

八

ヶ

月

近

い

期

間

、

様

々

な

困

難

と

向

き

合

い

な

が

ら

測

量

す

る

の

は

、

精

神

的

に

も

肉



3

体

的

に

も

か

な

り

過

酷

だ

っ

た

が

、

彼

は

こ

こ

ま

で

の

測

量

か

ら

、

子

午

線

一

度

の

距

離

を

、

二

十

八

・

二

度

と

導

き

出

す

こ

と

に

成

功

し

た

。

そ

し

て

翌

年

の

第

三

次

以

降

は

、

一

～

三

年

の

間

隔

を

あ

け

一

八

一

五

年

の

第

十

次

ま

で

、

東

北

日

本

海

側

・

東

海

北

陸

・

近

畿

中

国

・

四

国

・

九

州

の

前

半

と

後

半

そ

し

て

最

後

の

江

戸

ま

で

、

十

七

年

に

及

ぶ

苛

酷

な

測

量

を

行

っ

た

後

、

地

球

の

大

き

さ

を

求

め

る

計

算

を

始

め

た

。

そ

の

結

果

、

約

四

万

㌔

と

い

う

数

値

に

辿

り

着

い

た

が

、

そ

れ

を

、

忠

敬

の

師

で

あ

る

高

橋

至

時

の

持

っ

て

い

た

オ

ラ

ン

ダ

天

文

学

書

の

数

値

と

照

ら

し

合

わ

せ

る

と

、

双

方

が

一

致

す

る

事

を

確

認

し

二

人

で

大

喜

び

し

た

が

、

歩

い

た

距

離

は

四

万

㌔

と

さ

れ

、

ま

さ

に

地

球

一

周

分

の

距

離

を

歩

い

た

事

に

な

る

。

現

在

は

、

宇

宙

衛

星

を

使

っ

た

測

量

で

地

図

を

作

る

が

、

忠

敬

は

五

十

五

才

を

過

ぎ

て

か

ら

、

そ

れ

と

は

比

べ

も

の

に

な

ら

な

い

程

、

非

常

に

苛

酷

な

体

験

を

乗

越

え

な

が

ら

測

量

し

、

冒

頭

に

話

し

た

「

日

本

地

図

を

初

め

て

作

っ

た

人

」

と

し

て

知

ら

れ

て

い

る
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が

、

多

く

の

苦

難

に

見

舞

わ

れ

な

が

ら

の

測

量

だ

っ

た

こ

と

は

余

り

知

ら

れ

て

い

な

い

の

で

、

こ

の

国

の

地

図

を

も

う

一

度

じ

っ

く

り

眺

め

て

み

た

い

。

こ

こ

に

、

第

一

次

測

量

隊

が

四

月

に

蝦

夷

地

へ

向

か

っ

た

時

の

エ

ピ

ソ

ー

ド

が

残

る

が

、

そ

れ

は

、

一

行

が

「

富

岡

八

幡

宮

」

を

参

拝

し

た

後

、

浅

草

の

暦

局

に

立

寄

り

挨

拶

し

、

師

匠

の

高

橋

至

時

宅

で

は

酒

を

振

舞

わ

れ

、

千

住

で

は

親

戚

知

人

の

見

送

り

を

受

け

、

奥

州

街

道

を

北

上

し

な

が

ら

測

量

を

始

め

た

。

連

日

、

雨

に

見

舞

わ

れ

た

伊

能

忠

敬

率

い

る

測

量

隊

は

、

大

河

原

宿

（

宮

城

県

大

河

原

町

）

を

出

て

、

仙

台

城

下

国

分

町

（

仙

台

市

）

へ

向

け

出

発

し

た

一

八

○

○

年

六

月

十

六

日

の

朝

は

、

よ

う

や

く

梅

雨

の

晴

れ

間

が

の

ぞ

い

て

き

た

。

た

だ

、

晴

れ

の

程

度

が

過

ぎ

て

い

た

よ

う

で

、

じ

り

じ

り

と

照

り

つ

け

る

太

陽

の

下

、

気

温

は

三

十

度

を

超

え

、

大

河

原

の

街

を

貫

く

奥

州

街

道

を

少

し

歩

く

だ

け

で

汗

が

滴

り

落

ち

る

の

で

、

甘

い

も

の

を

食

べ

て

元

気

を

出

そ

う

と

、

地

元

の

名

物

菓

子

を

売

る

茶

店

に

立

寄

り

、

口

に

入

れ

る

と

ふ

わ

り

と

溶

け

る
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「

晒

よ

し

飴

」

を

食

べ

一

息

つ

い

た

。

街

道

は

白

石

川

沿

い

を

抜

け

、

船

迫

宿

に

至

る

道

だ

が

、

忠

敬

は

こ

の

道

の

り

を

「

船

岡

の

た

て

（

船

岡

城

）

と

大

山

（

韮

神

山

）

に

挟

ま

れ

道

も

通

ら

な

い

」

と

い

い

、

街

道

屈

指

の

ボ

ト

ル

ネ

ッ

ク

の

一

つ

だ

っ

た

が

、

か

つ

て

の

奥

州

合

戦

で

、

源

頼

朝

軍

は

こ

こ

を

通

過

し

、

平

泉

を

目

指

し

た

と

い

う

所

だ

。

今

で

は

、

一

九

二

三

年

に

大

河

原

町

出

身

の

実

業

家

、

高

山

開

治

郎

に

よ

っ

て

寄

贈

さ

れ

た

約

千

二

百

本

の

桜

並

木

が

、

川

の

堤

に

沿

い

隣

の

柴

田

町

へ

八

㌔

に

亘

っ

て

続

き

、

「

一

目

千

本

桜

」

と

呼

ば

れ

る

名

所

に

な

っ

て

い

て

、

夏

は

深

い

緑

の

葉

が

繁

り

、

木

陰

で

一

息

つ

け

る

場

所

に

な

っ

て

い

る

。

川

を

挟

ん

で

、

奥

州

街

道

の

対

岸

に

あ

る

船

岡

城

址

公

園

の

目

印

は

、

山

肌

に

一

本

だ

け

生

え

る

モ

ミ

の

木

で

、

山

本

周

五

郎

の

歴

史

小

説

で

、

Ｎ

Ｈ

Ｋ

大

河

ド

ラ

マ

に

な

っ

た

「

樅

ノ

木

は

残

っ

た

」

は

、

こ

の

木

に

着

想

を

得

て

執

筆

さ

れ

た

と

い

う

。

江

戸

前

期

、

仙

台

藩

で

起

き

た

伊

達

騒

動

で

、

命

を

懸

け

て

藩

を

守

っ

た

家

老

の

原

田

甲

斐

の

生

涯

を
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描

い

た

物

語

だ

が

、

東

北

線

を

ま

た

ぐ

「

し

ば

た

千

桜

橋

」

か

ら

見

上

げ

る

と

、

ス

ク

ッ

と

立

っ

た

モ

ミ

の

姿

が

り

り

し

く

、

作

家

が

、

城

主

だ

っ

た

甲

斐

の

孤

高

の

生

き

様

と

重

ね

合

わ

せ

た

事

に

頷

け

る

。

そ

れ

で

も

、

こ

の

木

の

樹

齢

は

百

年

程

ら

し

い

の

で

、

忠

敬

が

奥

州

路

を

歩

い

た

頃

は

ま

だ

無

か

っ

た

が

、

船

岡

城

の

本

丸

の

あ

っ

た

標

高

百

三

十

六

米

の

頂

上

ま

で

、

二

両

編

成

の

小

型

モ

ノ

レ

ー

ル

が

麓

と

山

頂

を

結

ん

で

い

て

、

春

は

桜

、

梅

雨

時

は

紫

陽

花

で

、

秋

は

曼

珠

沙

華

、

冬

は

ク

リ

ス

マ

ス

の

イ

ル

ミ

ネ

ー

シ

ョ

ン

が

綺

麗

で

、

真

夏

は

少

な

い

が

、

年

間

四

万

人

の

観

光

客

が

訪

れ

る

と

い

う

。

ゴ

ト

ゴ

ト

と

音

を

立

て

、

急

な

斜

面

を

登

る

こ

と

約

四

分

、

頂

上

駅

に

着

く

と

、

木

立

か

ら

抜

け

る

夏

場

の

風

が

心

地

よ

く

、

麓

で

の

暑

さ

が

嘘

の

様

で

、

眺

望

台

に

立

て

ば

、

仙

台

平

野

が

遠

く

に

霞

み

、

そ

の

先

に

は

、

忠

敬

が

歩

ん

だ

道

が

続

い

て

い

る

。

ま

た

、

船

岡

城

址

の

裾

野

に

は

、

建

物

こ

そ

違

っ

て

い

る

が

、

明

治

維

新

時

か

ら

変

わ

ら

な

い

、

区

割

り

の

住

宅

街

が

広

が

り

、

大

手

門

か

ら

歩

い

て

五

分
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も

す

る

と

、

伊

達

騒

動

で

、

原

田

甲

斐

と

斬

り

結

ん

だ

柴

田

外

記

を

祀

る

大

光

寺

に

た

ど

り

つ

く

。

こ

の

寺

は

、

十

五

世

紀

中

ご

ろ

に

開

山

し

、

一

時

廃

絶

し

た

も

の

を

再

興

し

て

、

甲

斐

の

跡

を

継

い

だ

船

岡

城

の

主

と

な

っ

た

柴

田

家

の

菩

提

寺

と

な

っ

た

が

、

本

堂

裏

の

ひ

ん

や

り

と

し

た

岩

窟

の

中

に

は

、

小

ぶ

り

の

白

い

石

で

造

っ

た

「

五

百

羅

漢

」

の

石

像

が

、

ず

ら

り

と

並

ん

で

い

る

。

そ

れ

は

、

十

八

世

紀

後

半

の

明

和

年

間

、

こ

の

地

を

襲

っ

た

疫

病

か

ら

人

々

を

救

お

う

と

、

環

中

道

一

和

尚

が

山

か

ら

石

を

採

っ

て

き

て

、

お

経

を

読

み

な

が

ら

彫

っ

た

と

い

う

が

、

そ

の

功

徳

に

よ

り

、

流

行

病

は

治

ま

っ

た

と

さ

れ

て

い

る

。

大

光

寺

に

よ

る

と

、

の

ち

に

、

崩

れ

か

か

っ

た

岩

窟

を

コ

ン

ク

リ

ー

ト

で

補

強

す

る

際

、

そ

の

数

を

数

え

て

み

た

と

こ

ろ

、

実

際

に

五

百

体

あ

っ

た

事

が

確

認

さ

れ

、

そ

れ

に

よ

っ

て

、

土

地

に

根

付

い

た

信

仰

の

深

さ

を

知

る

事

が

で

き

る

。

令

和

二

年

六

月


